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タオス芸術家協会
「アメリカン・アート」を求めて
松田正貴
1900年，第 5回パリ万国博覧会におけるアメリカ部門，特にその絵画
の部を取材した E・T・クラーク (E.T. Clarke) という評論家がアメリ
力絵画についてこう嘆いている。「主要な展示作品はどれもアメリカを表
現していない。アメリカ的な精神を具現しておらず，アメリカ的な生き方
を映し出してもいない。こういう意気消沈させるような事実がまだあるの
だ」。1クラークが言うところの「アメリカ的な精神」とは，誰が見てもす
ぐにアメリカ的だと感じるもののことであり，アメリカの伝統を何らかの
形で表象するような風上のことである。アメリカン・アートを担う画家た
ちはヨーロッパ的なモチーフを繰り返すだけではいけない。アメリカン・
アートの名に相応しい独自の「伝統」を創り出さねばならない。 20世紀
初頭このような画壇の要求に応じる形で浮上してきたのがニューメキシコ
を活動の拠点とする芸術家たちであった。その一例として本論では，
ニュー メキシコ）、卜lタオス (Taos) に移り住んだ芸術家たちの活動につい
て考えてみたい。
後にタオス芸術家協会の名で知られることになるこれらの芸術家たち
は，先住アメリカ人をモチーフにした作品を世に問うたことで各界の話題
をさらい，アメリカン・アートの可能性を模索し続けたとして今なお高く
評価されている。しかし，先住アメリカ人というすでに使い古された感の
あるテーマを売りにしながら，タオス芸術家協会の画家たちがアメリカ的
精神を新たに表象しえた背景には， 1912年正朴lとなったばかりのニュー
メキシコで観光事業の推進を図ろうとした企業家や政治家の思惑もあっ
た。例えば，アッチソン・トペカ・サンタフェ鉄道は，タオス芸術家協会
の画家による絵画やイラストを自社広告に取り入れ，厳しい経営状況から
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の脱却を図った。州議会議員フランク・スプリンガー (FrankSpringer) 
もニューメキシコをアメリカン・アートの発信地とすべくサンタフェで美
術館設立に尽力し，ニューメキシコ博物館の館長であった E・L・
ヒューエット (E.L. Hewett)はタオスの芸術家たちを奨励し，アメリカ
全土に彼らの作品を売り込もうと八方手を尽くした。
アメリカ絵画の伝統を望む批評家，アメリカ的精神を表現しようとする
芸術家，さらにはニューメキシコの地に観光客を呼び込もうとする企業家
や政治家，これらさまざまな立場の人々が自らのヴィジョンを追及した結
果，次第にアートコロニーとしてのタオスのイメージが定着するようにな
る。このようなイメージの構築，さらにその伝播に最も貢献したのはやは
り1915年発足のタオス芸術家協会の面々であった。その中でも特に 1896
年という早い段階からタオスに移り住んでいたバート・フィリップス
(Bert G. Phillips)の存在は大きい。当時タオスに住む白系アメリカ人
（以下，アングロと呼ぶ）は 20名ほどで，人口の大半はヒスパニック系か
プエブロ・インデイアンが占めていた。21848年にメキシコからすでに割
譲されている土地とはいえ，タオスの場合はまだ文化的ヘゲモニーはヒス
パニックが行使していた（もちろん今でもヒスパニックの文化は尊重され
ているし，郡の政治家や警官の多くがヒスパニック系である）。ところが
1880年代，ニューメキシコに「鉄道が入り，材木会社が操業をはじめ，
石炭鉱が開かれ，商品作物をつくる農業がはじまり，牧牛業が導入される
と，スペイン系の人々の土地がアングロの投機の対象」となり，次第にヒ
スパニック系住民の立場が弱くなっていく。3アングロの勢力が拡大しつ
つあったこの時代，仲間の画家をタオスに招き，アートコロニー建設に野
心を燃やしたフィリップスは確かに追い風に乗っていたといえよう。以下，
B ・フィリップスおよびタオス芸術家協会の活動に注目しながら，アメリ
力絵画のひとつの伝統が創り上げられていく過程を検証してみたい。
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B・G・フィリップスと「壊れた車輪」伝説
アメリカ南西部ニューメキシコ州サンタフェ (SantaFe)は合衆国最古
の朴l都であり，各分野の芸術家たちが好む町として世界的にも有名である。
篠山紀信が宮沢りえのヌードを撮影するために選んだのもサンタフェで
あった。 150万冊以上も売れたというこの写真集のタイトル『サンタフェ』
からこの町の名が日本でも一般に知られるようになった。もちろん，それ
以前にも『宝島』や『MONO」などサブカルチャー専門誌がサンタフェ
やタオスのことを繰り返し取り上げている。ジャック・ケルアック (Jack
Kerouac)やボブ・デイラン (BobDylan) なども頻繁に訪れたサンタ
フェやタオス， 60年代にはヒッピーのメッカともなり，映画『イージ一
ライダー』 (EasyRider)ではピーター・フォンダ (PeterFonda) とデニ
ス・ホッパー (DennisHopper)がタオス・プエブロを大胆にもバイクで
横切っている。また国内文献としてさらに古いところでは，大岡昇平の紀
行文「サンタ・フェの雪」がある。 1950年代にサンタフェおよびタオス
を訪れた大岡は，イギリスの作家 D・H・ロレンス (D.H. Lawrence) 
の妻であったフリーダとも会って言葉を交わしている。サンタフェの
ニューメキシコ博物館で先住アメリカ人の器や装飾品，さらにはスペイン
植民地時代の武器などを見物した大岡は，「征服者が被征服者から奪った
ものを，ありがたそうに陳列する趣味を，私は理解しない」と述べた後，
続けてこのように書いている。
町のもう一つの特徴は画家の多いことである。七千フィートの高原の
澄んだ空気と輝く日光，メキシコとスペインとインデイアンの持つ
「アメリカ的でないもの」に憧れた画家たちは，前世紀の終わり頃か
ら（ゴーギャンのエキゾチズムが流行となった頃と一致している）こ
こに集って来た。4
「アメリカ的でないもの」に魅せられてこの地に移り住んだ芸術家たち
がやがてアメリカ絵画の伝統を担うようになるというのは皮肉なことであ
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る。
サンタフェは州都だけあって拓かれた都市の趣があるが，町を出るとも
うそこは地平線まで広がる荒野である。そのまま北に向かって車で移動す
ると緩やかな登り坂に差し掛かり，少しずつ勾配が急になってきたかと思
うともうリオ・グランデ (RioGrande)峡谷を越えている。そこで突如目
の前に姿を現わすのがタオスの山並みであり，さらに山間の道を縫うよう
に進むとアドービ建築の集落が見えてくる。今でこそ車を走らせ楽に移動
することもできるが，この山間の地を馬車で旅した時代には文字通り命が
けの道のりだったにちがいない。 19世紀半ば，アメリカ領となったばか
りのニューメキシコ，サンタフェの司教として南西部を旅して回ったフラ
ンス人カトリック司祭ジョン・バプティスト・ラミー (JohnBaptist Lamy) 
をモデルに宣教師の物語を詳細に描いたウィラ・キャザー (WillaCather) 
『大司教の死』 (DeathComes for the Archbishop) を読むと，町から町への
単なる移動もひとつ間違えば命取りになるということがよくわかる。不慣
れな道を旅する際，少し方角を誤っただけで完全に水の補給に窮すること
になり，引き返すに引き返せない状況に陥ってしまう。荒野の案内人とし
て先住アメリカ人の力を借りなければならない場合もあった。その意味で
も宣教師たちは先住民と親しく接しておかねばならず，互いに絆を深めて
おく必要があった。
1896年，馬の轡ひとつ街えさせられない若者が 2人，この荒野を馬車
で旅する計画を練っていた。東部はニューヨークからデンバー (Denver)
まで鉄道で移動し，そこからメキシコまでアメリカ大陸を縦断するという。
B・G・フィリップスと E・L・ブルメンシャイン (E.L. Blumenschein) 
という名のこの若き芸術家たちが，このとき旅を断念しておれば，タオス
がアートコロニーになることはなかっただろうし， D・H・ロレンスも
ジョージア・オキーフ (GeorgiaO'Keeffe) もC・G・ユング (C.G. 
Jung) もオルダス・ハクスリー (AldousHuxley) もこの地を訪れること
はなかっただろう。
1868年，アメリカ東部ニューヨーク州ハドソン (Hudson) に生まれた
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B・G・フィリップスは，都会の喧騒の中で育ったためか，子供の頃か
ら荒野を愛し，郊外に出向いては野原でウサギを捕まえたり，石灰岩の採
掘現場を探索したりして毎日を過ごしていた。5そんなある日，偶然見つ
けた矢じりが古代先住民のものと知り，アメリカ大陸における先史時代に
思いを馳せたこともあった。ジェイムズ・フェニモア・クーパー (James
Fenimore Cooper)の小説を読み漁り，西部の英雄キット・カーソン (Kit
Carson)にも憧れを抱いた。フィリップスが画家を志したのは 10代半ば，
建築家になれという父親の勧めには従わず， 1884年にはニューヨーク・
シティの美術学校に通うようになる。ナショナル・アカデミー・オブ・デ
ザインというかなり保守的な学校と，アート・スチューデント・リーグと
いうリベラルな学校，二つの美術学校に在籍していたフィリップスだが，
アカデミーの方で優秀な成績を修めているところからも分かる通り，若い
頃からすでに伝統的な絵画の技法を会得していた。こうして 10年ばかり
ニューヨークで絵の腕を磨いたフィリップスだが，どうしても本場で勉強
したいという夢を諦めきれず， 1894年まずはイギリスに渡り，ブリスト
ルの港町や農場などを描いた後，ようやく念願のパリに向かい，アカデ
ミー・ジュリアンという美術学校で本格的な研究に取りかかる。この美術
学校は，国立の美術学校に入れなかった学生やリベラルな指導を求める学
生のために開かれており，さまざまな国籍の若者たちが集まってきたとい
う。 E・L・ブルメンシャインと出会ったのもこの美術学校においてで
あった。
当時のヨーロッパ，特にパリやミュンヘンなどという大都市では，写実
を重んじるアカデミックな技法もさることながら，日を追うごとに新しく
なる現代文明そのものに着目する若き芸術家たちも出現しつつあった。こ
ういった若き芸術家たちは，カフェ，キャバレー，工場などという都市の
情景を描きつつ，宜伝用のポスターや雑誌の表紙絵などに意匠を凝らし，
自らの作品の奇抜さで互いに競い合っていた。現代性に対する芸術家たち
のこのような適応は，一般にモダニズムと称される文化現象の一翼を担う
ものだが，同じく当時の傾向としてまったく別のベクトルを持つ風潮が同
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時進行的に育まれていた。現代性を積極的に評価する芸術家たちに対し，
洗練された都市の美学に疲れた者は次第に和やかな田園の風景や異国の風
土に根源的な生のあり方を求めるようになった。こうした傾向もまたモダ
ニズムの流れに広く認められるものであり，この傾向だけを特別に取り上
げてプリミテイヴイズムと称することもある。現代文明への警鐘として各
地の土着性に目を向けるという発想が衆目を集めるようになったのは，
ジャン＝ジャック・ルソー Qean-J acques Rousseau)の著作およびその周
辺のスキャンダルが広く知れ渡るようになった 18世紀以降のことであり，
その後も原始の風景に癒しを求める芸術家たちは各人各様に土着性を捉え
続けた。しかし，プリミテイヴィストの思惑とは裏腹に，手付かずの自然
は明らかに失われつつあった。 19世紀，迫りくる現代文明の手から逃れ
るように，まだ辛うじて自然の景色が残る片田舎の土地に移り住み，そこ
で芸術家を中心とした共同体を組織する者たちが出てくる。バルビゾン派
の画家たちはその席矢であり，その跡を追うごとくアートコロニーを求め
る芸術家は多かった。
パリのアカデミー・ジュリアンにおいてフィリップスが最も刺激を受け
たのは技術云々ではなく，前衛的な実験を繰り返す若き現代作家の精神
だった。同じくアカデミー・ジュリアンに通っていた E・L・ブルメン
シャインも後期印象派と呼ばれる画家たちの光の扱い方に共鳴し，さらに
プリミテイヴ・アートにも関心を寄せていた。6アフリカやオセアニアの
彫刻や装飾品が一般の手に渡るようになっていた時代，芸術家たちはその
ような土着の文化に純粋な表現形式を見出そうとしていた。土着性への関
心は，フィリップスが幼い頃から抱き続けてきたものであり，母国アメリ
カの土着性，つまり先住アメリカ人の生活を描くことがアメリカ人画家と
しての使命であるとここで悟ることになる。もちろん先住アメリカ人を描
いた作品ならすでにあまた描かれており，ハドソン生まれでしかもニュー
ヨーク・シティの美術学校に通っていたフィリップスがそのような作品に
出会わなかったとは考えにくい。またクーパーの小説にひどく感銘を受け
たフィリップスのこと，『モヒカン族の最後」 (TheLast of the Mohicans) 
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のー場面を描いたトマス・コール (ThomasCole)の作品などにも触れる
機会があったかもしれない。コールはハドソン・リヴァー派 (The
Hudson River school)の第一人者だが，同じ学派のサンフォード.R. 
ギフォード (SanfordR. Gifford)はフィリップスの恩師にあたるジョー
ジ・A・マッキンストリー (GeorgeA. McKinstry)の友人でもあった。7
とにかく先住アメリカ人を描いた作品ならすでに目にしていたはずのフィ
リップス，おそらく先住アメリカ人というものが何ら新しいテーマではな
いと承知していたのだろう。しかしそこは若き芸術家，日ごとに募る使命
感と溢れんばかりの冒険心から，思い立ったことは自ら実行せずにおれな
かった。
1896年，ニューヨークに戻ったフィリップスは，ブルメンシャインと
ともにアメリカ土着の風景に迫るべく，壮大な旅の計画を立てる。ニュー
ヨークから中部の都市デンバーまで鉄道で移動し，そこで旅に必要なもの
をすべて調達した後，南西部の荒野を馬車で南下し，最終的にはメキシコ
へ抜けるという実に無謀な計画であった。デンバーの南西に位置する地点
（現在のレッドロックパーク付近）に 3ヶ月ほど滞在し，ここで荒野の風
景をカンバスにとどめるため 2人は色彩や構図の実験を重ねる。ここまで
は予定通りであった。ここから先の旅路において 2人が経験した数々のエ
ピソードはタオスでもいまだに「伝説」として語り草となっている。
2人が安く手に入れた馬車はひとり乗りの小さな代物で，舗装されてい
ない山道を進むうちに車輪も車軸もボロボロになってしまう。故障の度に
最寄りの鍛冶屋に修理を依頼する 2人であったが，これほどまで修理費が
高くつくとは思いもしなかった。当初は充分蓄えたように思われた資金も
あれよあれよという間に底をつき，野生の鳩をメインデイッシュとする日
が続く。山賊らしき悪漠に囲まれたこともあった。ただ幸いなことに相手
は金目のものなどひとつもないと見限り，何も盗らずにそのまま立ち去っ
た。この悪党も 2人の絵が現在いくらで取引されているかを知れば間違い
なく卒倒するだろう。この時点で 2人がどれだけ作品を仕上げていたか知
らないが，すべてを持ち去っておればきっと孫やひ孫にでもちょっとした
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財産を残せたであろうに惜しい。さらに嘘か本当か， 2人が鉄砲水にさら
われたという話もある。馬車も荷物もすべて水に流され，ようやく止まっ
たところが深い谷のすぐ手前だったというような冒険小説顔負けの惨事に
も見舞われた。確かにタオスでは今でも鉄砲水は恐れられている。
リオ・グランデ峡谷をクエスタ (Questa)あたりまで下ったところで，
2人は旅の続行を断念せざるをえなくなる。夏の嵐のため，ぬかるんだ山
道を曲がり損ねてしまい，馬車の左側の車輪が完全にへしゃげてしまった
のである。いずれ崩壊することは目に見えていたであろうが，とにかく 2
人はここまで応急処置を取りながらやってきた。しかし今度ばかりはどう
することもできなかった。ただこれで旅を諦めたわけではない。 2人は車
輪を修理してまだ先へ進むつもりだった。金目のものとしてはフィリップ
スが最後まで大事にしまっておいた記念コインが 1枚残っており，鍛冶屋
の支払いをこれで済ませることになった。 2人のうちのどちらかが車輪を
馬の背に積んで近くの鍛冶屋まで出向かねばならず，もう一方は山中深く
人気のない道で荷物の番をしなければならない。コインを投げて役割を決
めたところ，ブルメンシャインが車輪の修理に行くことになった。一番近
い鍛冶屋でもそこから 20マイル以上離れていた。馬の背に積んだ車輪の
位置を絶えず整えながら進むブルメンシャインだったが， 目的の町に着い
た頃にはもう疲れも忘れるくらいにその地の風土に魅せられていた。サン
グレ・デ・クリスト (Sangrede Cristo Mountains)の山々を遠方に眺め
ながら，小高い丘をいくつも越え，ブルメンシャインが辿り着いたのはず
んぐりとしたアドービの住居が立ち並ぶ町，タオスであった。
青く澄んだ空，広大な土地を取り囲むサングレ・デ・クリストの山並み，
強い日差しに照りつけられて金色に輝くアドービ建築，プエブロとヒスパ
ニックの共生，これこそまさにフィリップスとブルメンシャインが追い求
めてきたアメリカ土着の風景だった。車輪の修理を済ませたブルメンシャ
インはふたたびフィリップスのもとへと急いだ。タオスはフィリップスに
とっても理想的な町だった。メキシコまで南下する予定の 2人だったが，
おそらく疲労も限界に達していたであろうし資金も底をついていたのであ
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ろう，このタオスを旅の終着点とすることで2人の意見が一致した。この
偶然とも必然とも判断のつかない顛末を「壊れた車輪」伝説と呼び，タオ
スのアングロは今もなお後生大事に語り継いでいる。
タオスに来て，フィリップスとブルメンシャインがまず夢中になったの
が，プエブロの人々をモデルに絵を描くことであった。その後 3ヶ月経っ
てブルメンシャインはいったんタオスを離れる。シカゴヘ旅立つブルメン
シャインを見送り，タオスにひとり留まったフィリップスだったが，おそ
らく当初からタオスにアートコロニーを作ろうと考えていたのであろう。
1年後，ブルメンシャインに宛ててこのように書いている。「ぼくたちは
きっと……バルビゾン派の画家とか作家みたいなグループになるよ」。8ア
メリカの画家にとってタオスほど恵まれた環境は他にないとフィリップス
は考えた。実際にタオスを訪れてみると，なるほどそういう気にもなるだ
ろうと実感できる。標高約 7000フィートのタオスでは，すべてが鮮明に
映る。視界を遮るような高い建造物がないというのもひとつだが，とにか
く光の質が違うのである。実際にタオスあたりの高度になると，空気の重
さが平地の 4分の 1程度になり，二酸化炭素や酸素の量が減少し，光を屈
折させたり拡散させたりできなくなる。そのため平地に比べて風景がより
鮮明に見えるという。ここには先住アメリカ人のプエブロがあり，さらに
はヒスパニックの文化も体感できてしまう。アメリカ独自のテーマを捜し
求めていた画家たちにとっては最高の条件が揃っていた。
地元の医師T・P・マーティン (T.P. Martin)の娘ローズ (Rose) と
恋に落ちたフィリップスは， 1899年 10月，マーティン家の反対を押し切
り，友人だけを集めて半ば強行的に式を挙げる。結婚したことで日銭を稼
がなければならなくなったフィリップスは，サングレ・デ・クリスト山で
の開坑に出資し，さらには仲間とともに「タオス・インデイアン骨董屋」
を経営するなど，画業だけでは成り立たない家計をどうにかやり繰りして
いた。このような生活の中，夜な夜な絵画の制作に取り組んだことが災い
し，フィリップスは目を悪くしてしまい，絵筆を握るのは 1日1時間と制
限されてしまう。ただ幸いなことに，当時区画整理されたばかりの国有林
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を監視する森林警備隊員に採用され， 1907年から 4年間，牧草地の管理
や侵入者の取り締まりなどの仕事をこなした。憧れのキット・カーソンに
ちなみ，カーソン国有林という名を提案したのもフィリップスであった。
画家として誰よりもタオスを知り尽くす存在となったフィリップスだが，
画業から退いていた間も決してアートコロニー実現の夢を諦めなかった。
フィリップスの跡を追うように多くの芸術家がタオスを訪れた。 1900
年，フレデリック・レミントン (FredericRemington)がタオスを訪れた
際にはフィリップスが案内役を務めた。 1918年にジョン・ヤング＝ハン
ター (JohnYoung-Hunter)がタオスに来た時，真っ先に向かったのも
フィリップスのところであった。ただ，アートコロニー実現への第一歩と
なったのは， 1902年， E・アーヴィング・カウス (E.living Couse) との
再会である。ニューヨークでブルメンシャインからタオスの話を聞きつけ
たカウスは，美術学校ナショナル・アカデミー・オブ・デザイン時代の仲
間であるフィリップスのもとを訪ねた。ワシントンやオレゴンで先住アメ
リカ人を描いていたカウスは，土着の風景を描くのにもっと適した場所は
ないものだろうかと常々考えていた。その答えはタオスにあった。「この
地から真のアメリカン・アートを発信しよう。」タオスにアートコロニー
を作るというフィリップスの考えにカウスは即座に共鳴したのである。
R・R・ホワイト(R.R. White)の指摘通り，当時の美術界で繰り返し話題
になっていたのが「本当にアメリカらしい絵画とは何か」であり，落ち着
くところはいつも「先住アメリカ人を描くのが一番」であった。9
ニューメキシコでは 1870年代でもまだ比較的アングロの人口は少数に
過ぎず，この地に住むプエブロ・インデイアンが取りざたされることはほ
とんどなかったJOしかし 1880年代に鉄道が入ったことで状況は一変する。
ァッチソン・トペカ・サンタフェ鉄道がカリフォルニアまで路線を延ば
し，このプエブロの地が東部と西部のどちらにも繋がったことで，ようや
＜衆目を集めることになる。サンフランシスコからでもシカゴからでもサ
ンタフェやアルバカーキーまでたった 2日か 3日で辿り着けるようにな
り， 1870年には 90,000人だったニューメキシコの人口も 1910年までには
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310,000人に膨れ上がった。東部や西部の人々をニューメキシコに呼び込
むためにアッチソン・トペカ・サンタフェ鉄道はプエブロ・インデイアン
の居住地やアートコロニーを巡るツアーを用意した。さらにアッチソン・
トペカ・サンタフェ鉄道の広告担当者であったW・H・シンプソン (W.
H. Simpson)は，自社の広告にタオスの芸術家による絵画を採用し，特に
宣伝用カレンダーなどは 300,000件もの家庭や学校，オフィスに飾られて
いたという。11シンプソンのこの広告戦略によってタオス・プエブロや
アートコロニーの存在がアメリカ全土に広く知れ渡るようになり，以降夕
オスのイメージが定着することになる。以下，この点についてもう少し詳
しく論じてみたい。
タオス芸術家協会 アッチソン・トペカ・サンタフェ鉄道の戦略
B ・フィリップスと E・アーヴィング・カウス，アートコロニーを望
んでいたのはこの2人だけではなかった。当然， E・L・ブルメンシャイ
ンも後に合流し， さらには 0・E・バーニングハウス (0.E. 
Berninghaus)やJ. H ・シャープ (J.H. Sharp), W・H・ダントン
(W. H. Dunton) も加わり，自分たちだけの組織を立ち上げようというこ
とになる。当時，フィリップスはシカゴの組織「西部芸術家協会」セン
ト・ルイス支部の会員だった。正会員，准会貝，名誉会員という 3種類の
会員に分けるシステムを採用するこの協会，活動の目的は主に各地を転々
としながら方々で展覧会を開き，会員の名前と画風を少しでも多くの人々
に知ってもらうことであった。フィリップスらはこの西部芸術家協会をモ
デルにして自分たちの組織「タオス芸術家協会」を立ち上げた。 1915年
7月，マーチン医師の自宅で最初の会議を開き（ブルメンシャインは欠席），
カウスが会長，フィリップスが財務と秘書に選ばれた。この初会合におけ
る主な議題は新会員入会の条件および活動の目的であった。それぞれすで
に名を馳せた芸術家たちの組織だけに，新会員となるために満たさなけれ
ばならない条件は実に厳格なものであった。正会員 2名の推薦が必要であ
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り， 3年以上タオスに滞在しておらねばならず，さらには国内の代表的な
展覧会での出品経験まで求められるのである。活動の目的は第 1に「会員
の水準を向上させること」であり，第 2に「芸術の伝播に努めること」，
第 3 「現場主義を促すこと」，第 4 「ネイテイヴなものを保護し伝えるこ
と」，第 5 「展覧会を通して会員の作品を公表すること」，第 6 「高度な技
術を維持すること」，第 7 「ニューメキシコと関係するほかの分野の芸術
や民俗学，考古学などを促進すること」であった。当時の議事録はニュー
メキシコ博物館に保存されている。ただ議事録と言っても A5サイズ程
度の小さなノートに手書きで書かれたもので，ひょっとすると最初は遊び
半分だったのではないかと思ってしまうくらい粗末なものである（後に議
事録はタイプ原稿となる）。活動の目的としては第 5の「展覧会を通して
会員の作品を公表すること」が中心となる。年に 1度の展覧会が最大の催
し物で，ニューヨーク，ボストン，シカゴ，セント・ルイス，カンザスシ
ティ，デンバー，コロラド，スプリングス，サンフランシスコ，サンタ
フェ，ときにはホノルルにまで巡回することもあったという。確かに，こ
の巡回展覧会によってタオスの芸術家たちの名が全国的に知られるように
なったのだが，その活動を多方面から支援するパトロンの存在があってこ
そタオスのアートコロニーは持続できたのである。タオス芸術家協会の後
援者として最も重要な役割を果たしたのは，当時ニューメキシコに多数進
出していた鉄道会社であり，中でも特にアッチソン・トペカ・サンタフェ
鉄道との関係は見過ごすわけにいかない。
南西部を縦断する鉄道敷設の構想を練っていたサイラス ・K・ホリ
デイ (CyrusK. Holiday)大佐は， 1859年，カンザス準州議会の議員とし
て草案をまとめ，議会に陳情し，晴れて承認を得ることができた。12翌年，
ホリディはサンタフェ鉄道の社長に就任し，他の鉄道をおさえて，州都ト
ペカからニューメキシコ州サンタフェにいたるルートを確保する。主要な
駅の周辺では，投機的目的であれ居住目的であれ，東部出身者の移住が
着々と進み， 1890年頃にはカリフォルニア半島まで路線を伸ばした。し
かし，他の鉄道との競争が激化すると，すぐに経営不振に陥ってしまう。
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運賃の値下げを断行し，さらなる路線の拡張を狙ったことが裏目に出てし
まったのである。事実上の破産であった。 1896年，会社の経営を引き継
いだ管財人らは「アッチソン・トペカ・サンタフェ鉄道」と社名を改め，
再起を図る。
当時，デンバー・アンド・リオ・グランデ鉄道やグレート・ノーザン鉄
道，ノーザン・パシフィック鉄道サザン・パシフィック鉄道などはみな
宜伝活動に力を入れていた。各社さまざまの工夫を凝らしながら利用者を
できるかぎり多く獲得しようと競い合っていた。新しくアッチソン・トペ
カ・サンタフェ鉄道の社長に就任した E. p・リプリー (E.P. Ripley) 
も当然広告の力に目をつけた。 1895年，こうして新しく設けられた広告
部門の責任者となったのがW・H・シンプソンであった。シンプソンは
駅舎，レストラン，オフィスなどに南西部の芸術家たちが描いた絵画を装
飾として展示し，自社の広告用カレンダー，パンフレット，メニュー，時
刻表にまで芸術家たちによるイラストを載せた。カラー写真がまだ普及し
ていない時代，絵画やイラストは重要な広告メデイアの役割を果たしてい
た。幸い，タオス芸術家協会の画家たちはたいていイラストレーターや商
業画家としての経験を持っており，どのようなものが一般の好みに合うか
ちゃんと心得ていた。さらにシンプソンは予算の許す限り画家の描いた作
品そのものを購入し続けた。タオス芸術家協会による年に 1度の巡回展覧
会の目的は知名度の向上はもちろんのこと，作品を売ることだったのだが，
設定した価格が高すぎたのか，蒐集家の目にかなうものがなかったのか，
まったくといっていいほど売れなかった。この意味でもシンプソンによる
買取りは有難かった。
とにかくシンプソンは異国情緒あふれるプエブロの風土や壮観な景色を
求めていた。 1907年の段階でシンプソンはすでに，プエブロの人々を描
いたフィリップスの肖像画 3点を購入し， 1914年には， E・I・カウスに
よる肖像画を自社カレンダーに採用している。シンプソンはカウスを特別
贔履にしており，家族ぐるみの付き合いの中で互いに意見を交換してもい
た。カウスの描くインデイアンは，どこか物思いに耽っているような表情
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をしており，画家自身のロマンチックな思い入れが如実に現れていた。シ
ンプソンが求めていたのはまさにこのような神秘化されたタオスのイメー
ジであった。そもそもシンプソンの仕事は芸術家の庇護ではなく，ニュー
メキシコにおける観光事業の推進だったのであり，東部や西部の観光客に
自社の路線を利用してもらうことが最大の使命であった。工業化の点では
東部に大きく出遅れたニューメキシコにおいて，州の財政を支える柱のひ
とつとなっていたのが観光事業であり，その発展を目論む企業家や政治家
たちは，プエブロ，ヒスパニック，アングロが三つ巴となって共存するこ
の地域独自の文化を呼び物にしたいと考えていたのである。
州議会議員フランク・スプリンガーは，ニューメキシコからアメリカ
ン・アートを発信すべく，ニューメキシコ博物館所属の美術館設立の際，
自らの資金のおよそ半分を寄付し， HI内の芸術家たちの育成に尽力した。13
ニューメキシコ博物館の館長 E・L・ヒューエットもまたタオスの芸術
家たちを奨励した。サンタフェのアメリカ考古学研究所の創設を監督し，
この研究所の定期刊行物『エル・パラシオJ(El Palacio) にはブルメン
シャインのエッセイやタオスにおけるアートコロニーに関する記事などが
掲載され，タオス芸術家協会の知名度向上にも貢献した。 1918年にはス
プリンガーとヒューエットはタオス芸術家協会の名誉会員となり，名実と
もに協会の庇護に努めた。まだダークホースに過ぎなかったタオスの芸術
家たちに「アメリカン・アート」の名を謳るだけの力を見込んだのである。
実際，タオス芸術家協会 7人目の会員となった W ・ウーファー (W.Ufer) 
が， 1918年にニューヨーク，ナショナル・アカデミー・オブ・デザイン
のトマス ・B・クラーク賞を獲得したことで，美術評論家の注目が自然
とタオス芸術家協会に集まり，「アメリカで最もよく知られた芸術家集団
のひとつ」となったのである。14
しかし栄光の日々もそう長くは続かなかった。組織の運営に大きな問題
があった。財務兼秘書の雑務があまりにも多すぎたのである。会長および
財務兼秘書という 2つの役職を会員たちの間で交代で担当するという決ま
りだったが，みな何だかんだと言い訳を考えてはこの役職を押し付け合い，
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最後は半ば子供の喧嘩のようになってしまう。特に財務兼秘書の番に当た
ると，展覧会の会場を手配したり，画商と取引したり，さらには年間数百
通にもおよぶ手紙を書かねばならず，会議の内容はすべて手書きかタイプ
原稿の形で残さねばならず，次の展覧会に向けて会員から出展作品を募っ
たりもせねばならない。会員のうちある者は逃げるように別の協会に入り，
またある者は前衛的な現代芸術に傾倒し，さらに経済的に自立できる見込
みのある者は個人で活動を展開するようになった。こうして 1927年つい
に伝説の協会は幕を閉じることになる。その後，大恐慌時代に入ると，鉄
道会社からの援助も滞るようになり，タオス芸術家協会の名は次第に風化
していくことになる。
組織としては短命に終わったが，芸術家協会の面々が果たした役割は大
きく，その活動が土台となってタオスのアートコロニーはさらなる発展を
遂げることになる。 1917年，タオス芸術家協会による巡回展覧会が
ニューヨークにやってきた時，そこに描かれた南西部の風景に深く魅了さ
れたひとりの女性がいた。ニューヨークで前衛的な芸術家や思想家たちの
パトロンとしてすでに名を馳せていたこの女性こそ，タオス・アートコロ
ニーにおける次なる世代の芸術家たちの庇護に努めたメイベル・ドッジ・
ルーハン (MabelDodge Luhan)である。タオスおよびその芸術家たちに
惚れ込んでしまったメイベルは， 1947年に『タオスの芸術家たち』 (Taos
and Its Artists) という本を出版している。そこにはタオス芸術家協会の
面々はもちろんのこと， 1940年代にタオスで活躍していた芸術家たちが
網羅されており，総ページ数の 3分の 2程度がカラーイラストとなってい
る豪華版である。15
1918年にタオスを訪れたメイベルはそのまま夫モーリス・スターン
(Maurice Sterne) をニューヨークヘ送りかえし，タオス・プエブロの先
住アメリカ人アントニオ・ルーハン (AntonioLuhan) を4人目の夫とし
て迎え入れ，タオスに居を構えた。その住居は当時ではまだ珍しい 2階建
ての構造で，アドービ造りの家屋としては町で最も大きく，現在もなおゲ
ストハウスとして利用されている。ここヘメイベルはジョージア・オキー
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フや D・H・ロレンスなど現代芸術の巨匠を招いたのである（のちにデ
ニス・ホッパーがこの家を買い取る）。いかなる束縛からも自由でいたい
というメイベルの思いに同調する形で多くの芸術家たちがタオスに集ま
り，やがてタオスはヒッピーのメッカとなっていく。また 1956年にス
キーリフトが導入されてからは，タオス・スキー・ヴァリーが観光産業の
呼び物のひとつとなっているが，最近は積雪量も不安定で， しかも山火事
が相次ぐとあって，州の観光局も天邪鬼なタオスの自然には頭を抱えてい
るという。16
最後に
以上，ニューメキシコ朴［タオスにおけるアートコロニー誕生にまつわる
物語をいくつか紹介しながら， 19世紀後半以降アメリカン・アートの伝
統がこの地でいかに創られたのかを確認してみた。かつてメキシコ領で
あった広大な士地も今や合衆国の一部となり，東部と西部とを結ぶ鉄道が
開通したことで多くのアングロが流入することになった。工業化の進む東
部と異なり，南西部ではまだ開拓の余地が残されており，先住アメリカ人
の文化が今なおリアルタイムで見物できた。この南西部ニューメキシコの
地において，アメリカの土着性を捉えようとする芸術家たちの思いと観光
事業を推進したいと考える策士たちの思いとがうまくかみ合い，ここにア
メリカン・アートのひとつの伝統が創り上げられたのである。しかし，ホ
ブズボウム (E.Hobsbawm)がいうように「伝統というものは常に歴史的
につじつまのあう過去と連続性を築こうとするもの」である。 17さらにホ
ブズボウムは 1870年から 1914年を伝統が大量生産された時期と捉えた上
でこのように述べる。「アメリカ合衆国の基本的な政治問題は，いったん
分離政策が廃止された場合，さまざまに異なる大衆 出自によってでは
なく移住によってアメリカ人となった人々，それもすぐに抱えきれないほ
どに膨れあがるであろう流入者 をいかに融合するかであった。アメリ
カ人は作られなければならなかったのだ」。18冒頭に引用した通り， 1900
70 
松田正貴
年のパリ万博を取材した美術評論家がアメリカ的な精神の欠如を嘆いたの
は，裏を返せばアメリカ人として共有できる伝統を求める国家的な意識の
現われだったのではないか。世界経済の趨勢において主導的な役割を担う
ようになったアメリカにとって，伝統の欠如はそれこそ国家の威倍にかか
わる問題であった。
アメリカ大陸が育んだ伝統ということであれば，まずは先住民の伝統を
考えねばならない。ところがアメリカ人は土着の伝統を長らく蔑ろにして
きた。特に平原インデイアンに関しては存在そのものが風前の灯であった。
戦闘的なイメージの強い平原インデイアンはいつ何時襲撃してくるか分か
らない敵として一般に考えられており，長らく討伐の対象となってきた。
それに対し，南西部のプエブロ・インデイアンは定住型の農耕民であり，
その家庭的なイメージはアングロにも受け入れやすかった。その意味で
ニューメキシコのプエブロ・インデイアンは理想的な存在だった。このプ
エブロ族の伝統と現代アメリカ文化とを接続できれば，自国の内部で太古
から連続的に存在してきた（と想像される）アメリカの伝統が手に入る。
伝統に対する強い憧れという点では，企業家も政治家も芸術家も同じであ
り，このような各方面の思いがひとつになる場としてタオスはもってこい
の土地だった。この地で土着の風景を描く芸術家たちの作品はアメリカ合
衆国が新しく手中に収めた南西部の表象として機能し，観光業者はアメリ
カン・アートの伝統を担うものとしてこれらの画家たちを呼び物としたの
である。ここにきてようやくアメリカの「いま」がプエブロの「過去Jと
繋がった。それも美しいやり方で。怯える子供を無理やりプエブロから連
れ去り，逃げようとすれば椅子に繋いでまで描かねばならなかったアメリ
力的な精神。19プエブロの子供らは写実的に描かれることを恐れていた。
魂を抜き取られると本気で信じていたのである。恐ろしくて逃げ出せば鎖
に繋がれる。恐怖のあまり泣き出しそうになりながらモデルを務めたプエ
ブロの子供たち。鎖の上にはブランケットが掛けられていた。この鎖の上
のブランケットこそ「歴史的なつじつま」を合わせるためのものであり，
タオス・アートのあの美しさこそ反発し合う「過去」と「現在」とを繋ぐ
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鎖だったのである。
注
本稿は， 2006年 12月17日開催の関西大学英文学会における口頭発表原稿に
修正を加えたものである。その際の質疑応答で入子文子先生より「ネイティ
ヴ・アメリカンをテーマにした画家は以前にもあったはずなのに，どうしてタ
オスをアメリカン・アートの起源とすることができるのか」という貴重なご指
摘を受け，全面的に書き改めたのが本論考である。
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